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京都大学放射線生物研究センター
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線量率 〔ミリグレイ（ｍGy）/時〕

国内外の各研究機関で使用されている放射線の線量率

Russell W.F. (1958)の実験域
（突然変異率の差あり)

Lyon  M.F. (1972)

Russell W.F.(1982)

Russell W.F.(1965)

2,100 mGy/日

（公財）環境科学技術研究所

連続照射室

線量率可変照射室

低線量生物影響
実験棟

先端分子生物科学
研究センター

13,000 mGy/日

低線量率域：6 mGy/時 以下（国連科学委員会 1993）
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ガンマセル

890 mGy/分γ-シミュレーター室
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1番と6番染色体の転座型染色体異常

15番染色体の1本増加

正常 異常

染色体異常の例

各染色体を識別できるようにする特別な染色法を利用して、染色体異常を判定した例
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ガンマ線を照射したマウス脾細胞中の血液細胞の転座型染色体異常を解析

高線量率と低線量率での染色体異常頻度の比較

線量（mGy）

同じ線量でも、高線量率に比べて低線量率の染色体異常は、減少しています。

890 mGy/分（高線量率）

400 mGy/日（中線量率）

20 mGy/日 （低線量率）

1 mGy/日 （低線量率）
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Control
1 mGy/22h/日

線量(mGy)

1 mGy/日(45.5 µGy/時)

照射期間 (日)

より低い低線量率での染色体異常頻度

線量(mGy)

0.05 mGy/日(2.27 µGy/時)

照射期間 (日)

百
細
胞

当
た
り
の
染

色
体

異
常

個
数

百
細
胞

当
た
り
の
染

色
体

異
常

個
数

▲ 非照射

■ 1mGy /日照射

放射線を照射していないマウスでも、染色体異常が見られます。

1mGy/日で照射したマウスの染色体異常は、非照射マウスより少し多い傾向が見られます。

0.05mGy/日で照射したマウスの染色体異常は、非照射マウスとの差がこれまでのところ見られません。
（現在、さらに実験データを収集し、精度を上げているところです。）
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▲ 非照射

■ 0.05mGy /日照射


